
 

知事コメント 
（北陸新幹線開業５年目の乗車人員の発表について） 

 

令和２年３月１７日 

富山県知事 石井隆一 

 

○ 本日、ＪＲ西日本より、北陸新幹線の開業５年目（Ｈ31.3.14

～R2.3.13）の１年間の乗車人員（上越妙高・糸魚川間）が、対前

年比９２％となる８０３．４万人との発表があった。開業前との

比較では２．５６倍と引き続き高い水準となっているが、昨年の

台風 19 号による運休や本数減のほか、新型コロナウイルスの感染

拡大が影響し、４年目より減少したことは、大変残念なことと受

け止めている。 

 

○ ＪＲ西日本・東日本におかれては、引き続き、臨時列車も含め

た早期の完全復旧に向け取り組むとともに、今後の感染拡大の影

響を見極めつつ、北陸新幹線の利用回復・利用増に向け、新幹線

の安全・安定輸送や誘客キャンペーンの実施などに取り組んでい

ただきたい。 

 

○ 県としても、引き続き、大阪までの早期全線整備に向け、北陸・

関西の沿線府県、経済界などと連携し、政府等に対し強く働きか

るとともに、新幹線開業効果を持続・深化させるため、観光誘客

の一層の強化や移住・定住の促進、企業誘致の促進などに一層努

め、「令和」の世にふさわしい活力と魅力に満ちた、県民一人ひと

りが未来に希望を持って輝いて働き暮らせる「元気な富山県」の

実現に全力を尽くしてまいりたい。 


